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としたSTD発生状況調査 を開始,す でに1年 目の調
査内容 につき報告 している1)今回本調査が開始 と
なって2年 を過ぎたので,男 性尿道炎における2年 目
のデータを1年 目の ものと比較検討 し京都府下におけ
る男性尿道炎の特徴と問題点につ き考察 した.
対 象 と方 法
　京都市泌尿器科医会に参加する泌尿器科約30施設に
2002年10月より本調査の依頼を開始 し,2004年の1月
から12月までの1年 間に各施設 を受診 した男性尿道炎
患者の記録を回収 ・集計 した。集計用紙は熊本 らによ
る厚生省性感染症センチネル ・サーベイランス研究で
使用 されているもの2)を一部改変 して作成 し,初診
EI,性別,年 齢,推 定 される感染源,感 染経路,疾 患




は,可 能 な限 り初 診時 にPCR法,　 DNAプ ローブ法
などの検査 によ り淋菌性か クラ ミジア性か を確 認す る
よう努め た.検 査施行 に もかか わらずいずれ も陰性で
あった場 合 に は"非 淋菌 ・非 クラ ミジア性",検 査 が
施行 されなか った場合 には"不 明"と した.な お,尿
道 炎 の診 断 は 「尿 路感染症 臨床試 験 ガイ ドライ ン」3)
に基づ いた.治 療方法,治 療期 間は各診療医師 に委任
したが,「病 原微生物 の消失 と,こ れ にともな う尿道
スメア または初尿 沈渣検鏡 での白血球 の消失お よび症
状 の消 失」 を"治 癒",「尿 道スメアまたは初尿沈渣検
鏡で の 白血球 お よび症状 が不 変 であ る こ と」 を"無
効"と し,「尿道ス メァ また は初尿沈 渣検鏡 での 白血
球の減少お よび症状の軽快 を認 めた ものの,治 癒 とは
言い難 く,同 じ抗菌薬 または他種類 の抗菌薬 を追加投
与 された場合」 を"有 効"と 判 定 した.
　 また,同 期 間中 に京都泌尿器科医会STD調 査会 に
参加す るある1施 設で経験 された男子尿道炎患者 から
分離 同定 され た淋菌株 に対 して,各 種抗菌薬 の最小発











levofloxacin　　 (LVFX),　 gatifioxacin　　 (GFLX),
tosufloxacin　(TFLX)　で,　 PCG,　ABPC,　CFIX,
CPDX,　 SPCM,　 TC,　 MINO,　 CPFX,　 LVFX,
GFLXに つ い て はNCCLSのbreak　 pointを参 照,
TFLXに は 同 じ くCPFXのbreak　pointを使 用 し,そ
の 他 の 抗 菌 薬 に つ い て は 経 口 用 抗 菌 薬 はS≦O.　25　pg/
ml,　R≧1.0μg/ml注 射 用 抗 菌 薬 はS≦2.　0　pg/ml,　R
≧8.0μg/mlと設 定 し た.
結 果
　今 回の調査 で回答 を得 られた24の施設名 をTable　l
に,ま たその京都府,京 都 市下 にお ける位 置 をFig.1
に示す　延べ1,275名が男性尿 道炎 と診断 された.
　月別の患者受診数 をFig.2に示す.8月 を始め とし
た夏季 に受診者 数が多 く,2,3,12月 な どの冬季 に
受診者数が減少 した.
1.原 因微 生物
　 1,244例に原 因微生物検査 が施行 され,淋 菌性368例
(30%),クラ ミジア性336例(27%),淋菌　 クラ ミジ
Table　l.参 加施設
伊東泌尿器科,中 川クリニック,康生会武田病院,矢 田会
皮膚泌尿器科医院,医 仁会武田病院,岡 村医院,山 添医
院,任 医院,な ぐらクリニック,井 上外科医院,木 原医
院,京 都桂病院,稲 葉医院,京 都市立病院,京都医療セン
ター,岡所医院,公 立南丹病院,京都第二赤十字病院,京
都民医連中央病院,舞 鶴医療センター,西 陣病院,明 治鍼
灸大学病院 京都府立医科大学病院,京都大学病院
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Fig.3.　Distribution　of　patients　with　male　urethri-























ア混合感染85例(7%),非 淋菌　非 クラ ミジ ア性453
例(36%)と 非淋 菌 一非 クラ ミジア性 が最 も多 かっ
た.
2.年 齢分布お よび年齢層別感染源(Fig.3,4)
　20歳代 が579例(45%)と最 も多 く,続 い て30歳代
が393例(31%)でこの年齢 層だ けで8割 近 くを占め
た.
　年齢別の感染源 につ いては10歳代 の65%が素 人か ら




　CSWに よる感染 と素人女性による感染 を比較する















































































8月を中心 とした夏季に患者数が多 く2月を中心 とし
た冬季に減少 している.2002～2003年時のデータと若
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気を呈 してお り,2004年の性感染症　診断 ・治療ガイ
ドライン13)に沿った薬剤使用率はセフ トリアキソン







































　4)男性尿道炎に対 してキノロン剤 を第1選 択 とし
ている場合が多いが,特 に淋菌においてはキ ノロン剤
への耐性化が急激 に進行 してお り,ガ イ ドラインに
沿った適正な薬剤の投与が望まれる。
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